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　10月14日（金）午後1時より、桜会会
館101・102室において、ときわ会主催
による元宝塚歌劇団花組の初風みどり
さんの～ストレッチ講習会～が開かれ
ました。受講生は18名、初参加の方も
多く皆さん少し緊張気味の中、初風さ
んの明るく包むような笑顔と「さあ、
気持ちよく体を動かしましょう」の呼
びかけでスタート。
　まずは参加者達の前に1人づつ出て
ウオーキングです。初風さんが「腰を
庇って前屈みになっていますね。丹田

を意識すると背中が伸びますよ。」と
か、「痛めた膝を庇ってますね。健康な
足の動きに段々近づけていきましょ
う。」「もう少しつま先を上げて、蹴り
上げにも気持ちを向けましょう。」と各
人にアドバイスを下さいました。
　いよいよストレッチ、意識をどこに
向けて体を伸ばすとより効果が上がる
のかという説明を受けながら、普段使
っていない筋肉を動かす為のポーズを
習い、じわりと汗が出てきます。体が
ほぐれた所で宝塚の舞台音楽にあわ
せ、鏡を見ながら初風さんのステップ
の動きを真似します。無我夢中の内に
ダンスらしくなってゆきました。クー
ルダウンの後は再度1人づつウオーキ
ングすることに。なんと、皆さんの歩
き方が美しくなっていました。
　講習後は初風さんを囲んでお喋りタ

初風みどりさんストレッチ講習会

指示して協力を得る④呼吸がない場合
心肺蘇生を救助が来るまで行うことが
基本です。
　心肺蘇生法は人形を使って行いまし
た。胸が5cm沈む程1分間に100～120
回圧迫するのですが、かなり力のいる
動作に驚きました。そして、人工呼吸
は気道確保の為、顎先を持ち上げなが
ら額を押し上げて頭を反らします。そ
の後鼻を塞ぎ口を覆って胸の上りが見
えるほど空気を吹き込みます。実際に
はこの胸骨圧迫と人工呼吸を繰り返し
行い、AEDや救急の到着を待ちます。
　AEDとは心電図自動解析装置を内
蔵した医療機器で、傷病者に除細動（電
気ショック）が必要か否かを機器が判
断し、必要な場合には音声ガイドで使
用方法を指示します。最初は機械の扱
いに戸惑いましたが、的確な音声指示
に促されて訓練を重ねることが出来ま
した。しかしながら心肺蘇生法・人工
呼吸法共に一朝一夕に身につくもので
ないことも痛感いたしました。
　これら一連の講習の後に講師の方々

　平成28年9月18日（日）実践桜会会館
1Fホールにて　AED講習会を行いま
した。設置が義務付けられているAED
を当会館においても8月に設置致しま
した。それに伴い渋谷消防署管轄の消
防団の4名の方に講師として来ていた
だきました。
　桜会理事長をはじめ17名の理事と3
名の事務員が参加し、経験者・未経験
者様々でしたが真剣に講師の説明に耳
を傾けました。
　傷病者への対応は①周囲の安全確認
②反応の有無を両肩を軽く叩きながら
呼びかけて確かめる③119番への通報
とAEDの搬送を周囲の人に具体的に

と質疑応答が行われました。そして、
緊急時に救助する側のリスクやそれを
回避する為の方法・子供や乳幼児への
対応の違い等、知っておくべき様々な
知識をご教授いただきました。
　講習後、数週間して参加者全員に「救
命技能認定書」が届きました。この講
習体験を維持・向上していくためにも
今後は講習会を定期的に行って知識定
着を図るで所存でおります。その折に
は、是非ご参加くださいますようお願
い申し上げます。

〈桜会会館ではAEDを事務所受付の横
に設置しております〉

イムがありました。初風さんは実践の
高校の卒業生で、現在は学園で演劇や
ダンスの指導をされています。また、
学園生による下田先生をモデルとした
ミュージカル「ことほぎ」の制作・指導
をしておられます。更に、大学ではプ
レゼンテーションのワークショップを
なさっています。それらを通じて感じ
られている現在の学生達の様子を話し
て頂きました。
　初風さんの魅力あふれるお人柄はも
とより、豊富な知識と経験に裏打ちさ
れた指導力にすっかり魅了された午後
でした。 （S・T）

AED講習会を行いました
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　平成28年
10月8日、
学祖下田歌
子先生のご
命日に実践桜会理事長をはじめ学園関係
者が揃って護国寺に墓参しました。渋谷
に戻り、中高桃夭館香雪記念室の祭壇（神
式）に参拝。その後、実践桜会会館の祭壇

（仏式）に参拝をし、昭和11年のご逝去か
ら80年忌のこの日を皆さまとお供え香で
日本の女子教育の先駆者である下田歌子
先生の遺徳を偲びました。
　本年は10月7日（土）に行われます。多
くの皆様が学祖祭にご参集下さることを
願っております。
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　平成28年度定時総会（5月15日）に実践
桜会より学園助成金を井原学園理事長に
贈呈致しました。
　大学「常磐祭」10月16日（渋谷キャンパ
ス）11月13日（日野キャンパス）において、
実行委員会に協賛金贈呈及び桜会賞（研
究部門・芸術部門）を授与しました。
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　学園高校生1
名に給付しまし
た。公募により
実践女子大学生
2名に給付いた
しました。10月
のバザーに参加しました。
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　留学生3名（韓
国1名・ベトナ
ム1名・台湾1名）
に奨学金を給付
しました。10月
と3月に実践桜
会との交流会を開催しました。晴れ着を
着て日本文化を体験してもらいました。
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　会員以外の参加者も視野に入れた諸活
動を行った科会、13支部、計18団体に社会
活動助成金として上限5万円を助成いたし
ました。
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　月1回、第2水曜日（11時～16時）に行っ
ています。秋田瑞枝弁護士が相談を担当
します。事前に電話で予約してください。
秘密厳守をお約束いたします。詳細は実
践桜会会館にお問い合わせください。
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　平成28年10月29日（土）30日（日）実践
女子学園中高ときわ祭（於中高体育館ギ
ャラリーアリーナ会場）にて、実践桜会バ
ザーを開催いたしました。会員の皆様、各
科会、全国各支部から、特産品、手作り品、
雑貨等多数ご寄贈頂きました。学祖下田
歌子先生ご生誕の地、恵那市岩村からの
品々も販売いたしました。
皆様のご支援ご協力に厚く御礼申し上げ
ます。
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平成29年度実践桜会バザー
開催日：平成29年10月28日（土）29日（日）
＊寄贈品のご提供のお願い（受付期間 4月
～10月20日）
※衣類は新品に限らせて頂きます。
＊バザー当日のお手伝いを募集します（受
付期間 4月～9月末）
お問合せは、実践桜会事務局または実践
桜会文化部まで
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　平成29年1月8日

（日）国立劇場大劇
場にて、開場50周
年記念公演「通し
狂言―しらぬい譚」

（尾上菊五郎監修）
を325名の皆様と
共に観劇いたしま
した。
　お正月らしい華
やかな舞台、尾上菊之助の華麗な斜め宙
乗り、迫力ある屋台崩し等、趣向を凝らし
た演出の、見どころ満載な公演を楽しみ
ました。加えて国立劇場より実践桜会に
ちなんで “桜の花” のおもてなしをしてい
ただきました。今年も多数のご参加を頂
き、誠にありがとうございました。
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　平成28年度に20歳を迎える実践女子学
園高等学校卒業生（平成27年3月卒業）の

「祝・成人の会」が、平成29年1月9日（月・
祝）に実践女子学園桃夭館にて開催され
ました。企業5社から協賛をいただき、当
日は天候にも恵まれ、晴れ着姿の新成人
229名が集いました。
　第1部は桜講堂で式典が行われ、校長、
桜会理事長、学園理事長の挨拶、懐かしの
DVD放映、先生方からのお祝いスピーチ
があり、最後に全員で記念写真の撮影を
行いました。第2部はカフェテリアに場所
を移して懇親会が行われ、桜会ときわ会
会長挨拶に続き、学園副理事長の乾杯、新
成人代表が成人の会に対する謝意とこれ
からの抱負を述べました。
　新成人になった喜びと母校で同級生に
再会できた嬉しさとで、会場は華やかさ
と熱気に満ちていました。
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「栃木県足利への旅～学祖下田歌子先生
の足跡をたずねて」
日時：平成29年7月12日（水）
場所： 史跡足利学校、あしかがフラワー

パーク、栗田美術館（予定）
参加費： ￥9,000前後（交通費・昼食費・

入園料・保険料込）
お問合せ先： 実践桜会館 

（電話03-3407-7459）

会費納入のお願い（年会費2,000円）

一般社団法人教育文化振興実践桜会の運営・活動は皆様の会費によって
支えられています。会費未納のかたは振込用紙にてお近くのコンビニ、
ゆうちょ銀行および実践桜会本部窓口でご納入願います。また、下記の
銀行口座を使い、銀行振り込みもご利用ください。

みずほ銀行渋谷中央支店（１６２）
口座番号普通１１８９７９５
一般社団法人教育文化振興実践桜会

なお、振込用紙がない場合は、実践桜会会館までご連絡ください。
TEL：03-3407-7459　　FAX：03-3499-0835
＊いずれの場合も会員番号、卒年学科のご記入をお願い致します。
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♥結婚相談室♥
相 談 日 ：原則として毎月第2、第4土曜日・10：30～16：00

（10月第2土曜日は相談日が変更になる場合があります。）
休　　室 ：8月第2土曜日、12月第4土曜日
会　　場 ：実践桜会会館
入会資格 ： 本校卒業生及び卒業生のご紹介の心身共に健康な

男女
入 会 金 ：2万円、書類代：1千円
入会時に持参するもの ： 入会ご希望の本人直筆の履歴書写真5

枚（本人のみ、スナップ可）
☆秘密厳守で評判の良い相談室です。
☆詳細は相談日にお問い合わせください。
連 絡 先 ：TEL 03-3407-7459（実践桜会会館）

実践桜会会館・貸室のご案内
　明るい新会館をクラス会、サークル活動、各種打ち合わせ
等にお気軽にご利用ください。
　詳細は実践桜会事務局（TEL 03-3407-7459）へお問い合わ
せください。

実践桜会囲碁教室
　囲碁教室を始めてから6年。
昨年初めて社会人の囲碁団体
戦に「実践桜会」として参加
しました。参加者3人はそれ
ぞれの成績でしたが、各種団体の囲碁サークルとの交流がで
きました。さらに、実践女子大学の学生との交流もできれば
よいと思っています。最近、囲碁の世界でも人工知能の素晴
らしさが話題になっていますが、この会では人と人とのやり
取りの中に素晴らしさがあり、和気藹々と集うことに意義が
あるのも1つです。 （y.k）

［開室］原則として、第2・第4月曜日 13：00～16：00
［教室の開室予定日］
4/10・4/24・5/8・5/22・6/12・6/26・7/10・7/24・8/7・
8/28・9/11・9/25

［会費］ 一回 1,000円　（自由対局 500円）
［講師］ 柳川正興（アマ6段）
自由対局　4/17・5/15・6/19　10：30～16：00
卒業生の川村麻紗子さん（アマ5段）の指導があります。

［連絡先］ 実践桜会事務　TEL 03-3407-7459

告知板

【寄附者ご芳名】（敬称略）
櫻岡善子、野崎啓子、鈴木暁子、山内和子、渡辺睦子、山口節子、 
永井博子、服部イク、大川知子、鈴掛まゆみ、新井正子、柳川仲子、
若松幸子、篠田俊子、鍛島康子、竹下成子、西向みち子

【お願い】
転居・改姓等をされた方および会費のコンビニ入金をされる方で住所変
更もある場合は、会員番号、卒年学科をご確認の上、実践桜会事務局（TEL：
03-3407-7459、FAX：03-3499-0835）までご連絡ください。

編集・発行：一般社団法人教育文化振興 実践桜会
編集・発行人：鈴掛まゆみ
〒150-0011東京都渋谷区東1-1-40
TEL：03-3407-7459　FAX：03-3499-0835
URL：http://www.j-sakura.org
広報部メールアドレス:jissen-sakura-koho@dance.ocn.ne.jp
振込口座：東京00190-0-2384
印刷：株式会社ローヤル企画

［編集後記］
「那与竹80号」は、新卒業生の皆様と同窓生の方々に実践桜会の活動や科会
と支部の情報、社会でご活躍の卒業生のご様子と母校の情報をお届けしたい
と取り組んでまいりました。皆様に興味を持ってご覧いただければ幸いです。

平成28年度分会費を二重納入された方及び
平成27・28年度学園高校卒業生へのお知らせ
各　位
　昨年10月の『なよたけ情報版』をお送りした際に、会費を再度お振込み
くださいました会員の方々につきましては、その分を平成29年度の会費
に振り替えさせていただきます。ご迷惑をお掛けいたしましたが、ご了承
のほどお願い申し上げます。
　なお、平成27年度・28年度、実践女子学園高校卒業生の方々は、今年度
分はすでに頂戴しておりますのでお振込みの必要はございません。

●会費納入に関するお問い合わせ先
　実践桜会　TEL  03-3407-7459
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同封の振込用紙でご納入ください。お近くのコンビニまたはゆうちょ銀行か郵便局（窓口、ATM）を
ご利用下さい。実践桜会事務局でも受け付けております。

実践桜会は皆さまの会費で運営されています。年会費 2,000 円の納入をよろしくお願いします。


